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を翻訳 したもの である ｡ 筆者である呉強氏は現在北京大学国際関係学院 ･

助教授 ､ 専門は資源 ･

エ ネ ル ギ ー

問題 , お よ び中央ア ジ ア ､ 中東の地域研

究である ｡ 氏は2 00 4 年10 月 より2 00 5 年9 月ま で の 1 年間 ､ 新潟大学法学部

助教授と して教育､ 研究に従事した ｡ 本報告は 1 年間の研究成果の
一

環と

して行われたもの で ある ｡ 本稿で は ､ 199 3 年に 中国が石油 の純輸入国とな

つ た後 ､ 石油消費量の飛躍的拡大と国内供給の 限界から ､ 国際社会におけ

る石油供給源の確保が中国にと っ て最重要の 政策課題 にな っ て い く過程が

分析され ､ 世界市場か らの供給の現状が検討される ｡ その 上 で ､ 中国が石

油獲得と供給源の多角咋の ため に採用 して い る政策と ､ そ の 政策行為が呼

び起 こ した国際社会の反応とが ､ それぞれ の 背景から分析され て い る ｡ 最

後に ､ エ ネ ル ギ ー 利用効率の向上と全体的な エ ネル ギ ∵ 消費の抑制が ､ 当

面 の中国 エ ネ ル ギ ー

政策の課題として示され ､ それ はその まま石油をめぐ

る国際社会と中国と の関係に円滑な調和を実現する こ と に繋が る こ と が指

摘されて い る ｡ な お ､ 註に つ い て は報告後に筆者自身が最新のもの に更新

した ことをお断り して おく ｡

は じめ に

中国経済の近年の加速度的な成長にともな っ て ､ 中国の石油依存度は急
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速 に高まり ､ 中国が毎年消費する資源 の量は急激 に上昇して い る ｡ とりわ

け石油 ( 原油と石油喪品を含む) 輸入量は毎年大幅に拡大して い る ｡ こ e)

状況 は中国国内経済の長期的な安定した発展に対して ますます大きな圧力

とな っ て い るばかりで なく ､ 国際的 にも い っ そう多くの 関心を呼ぶ問題と

な っ て い る ｡ 天然ガス を初め ､ 中国の 耳 ネル ギ
一

輪入問題 は多岐にわたる

が ､ 本稿で はその中でも最も中心的な位置にあ る石油 の輸入問題に限定し

て検討する こ と とす る ｡

1 . 中国の石油輸入問題の形成

中国の 石油輸入に つ い て考える にあた っ て は ､ 重要な年号や
ゞ二 つ ある ｡

一

つ は196 3 年で あり ､ い ま
一 つ は19 9 3 年で ある ｡ 19 63 年と いうの は ､ 大慶

油田から石油が採れ始めた年であり ､ 中国が大規模に石油を生産し石油を

消費する状態に入 っ た の が こ の年だ と いう こ と になる ｡ 当時中国は ､ われ

われ はす で に ｢ 石油不足と いう レ ッ テ ル を遠く に振り捨て た+ [将貧抽的

帽子局到了太平洋里] と豪語したも の である ｡ 19 9 3 年と いう年は ､ 中国が.

石油 の輸入国 にな っ た年であ る ｡ こ の 年はそ の 意味で大きな転換点にあた

る ｡ 中国は石油0) 純輸入国にな っ た ｡ 輸出もし て い る が ､ 輸入量が輸出量

を超えたわけ である ｡ こ の 1993 年 に中国が輸入 した石油 の 量は900 万 ト ン

だ っ た ｡ 中国が石油を輸入するようにな っ た の は当然国内消費量が急速に

拡大した こ と に よ る が ､ それ と同時に､ 国内の 石油生産量の拡大が追 い つ

か な い と いう状況があ っ て ､ 中国 は石油輸入国とな っ た の で ある ｡ 今日業

界人は ｢ 石油不足と いう レ ッ テ ル をもう･
一

度遠くから取り戻した+ [ 又将

貧抽的帽子従太平洋里棟了回来] と自噺気味に語 っ て い る ○

中国の石油埋蔵量 は ､ 中国の 人口規模か らする と決して多 い もの で はな

い
｡ 中国 で の石油 の埋蔵量調査は19 5 0 年代から始ま っ た ｡ 2 0 0 4 年現在 ､ 最

新の石油資源評価 の結果 に よ れ ば ､ 中国 の 石油地質資源の量は104 1 億 ト ン

と推計される ｡ そのうち現実に採掘可能性が確認され て い る の は150 億 ト

/
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ン で あ る ｡ そ
.
して実際 に経済的な合理性から考えて ､ 採算 ベ ー

ス で 採取可

能なの は23 ･ 7 億ト ン ｡ 僅か23 . 7 億 ト ン で あ る
( 1 )
｡ そ して200 4 年の 中国の現

実の石油生産量は1 . 7 4 億 ト ン である の で ､ 採掘可能期間は14 年に しかなら

ず､ 2 0 年も た な い と いう こ とが予想され る ｡ こ の よう に ､ 今 の と こ ろ実際

に採掘可能な数値を前提にすると ､ 中国 が今後の経済発展を支えて い ける

自前の石油の量は非常に限られ て い る と いう こ と になる ｡

もち ろ ん今後新しい 油 田カミ見 つ か る可能性は か ､ と は言え か -
｡ けれ ど

も ､ 大慶油田を初め ､ 勝利油田 ､ 遼河油田など､ 現在あ る中国で有名ない

く つ か の 油 田 は ､ すで に開発 ､ 掘削､ 採取が始ま っ て から随分年月がた っ

て おり ､ 油田と して はもうピ ー

ク を過ぎて後半期に移 っ て い る ｡ したが っ

て今後､ 生産量が拡大する こ と は予想し難 い 状況 にあ ると いう の が実情で

ある ｡ 中国が自国 の石油に依存して成長して い く ことが非常に困難な こと

に つ い て は ､ つ ぎの数値がさらに裏付けを与えてくれよう ｡ 90 年代の前半

以来､ 中国 が消費する石油量は ､ 年平均6 . 7 % で 伸 びて い る が ､ こ れ に対

し ､ 中国が生産する石油量は ､ 毎年1 . 6 % しか伸 びて い な い の で ある(
2 )
｡

した が っ て ､ 中国に と っ て は当然外国から の輸入に依存して ､ こ の 足り

な い 分を補う政策が必要 にな っ てく る ｡ 中国の石油輸入量は非常に大規模

に増加をしてき て い る ｡ 先述 の ように中国は199 3 年に石油 の純輸入国にな

る わけだが ､ 1 9 9 3 年の 輸入量は90 0 万 ト ン で あ っ た ｡ それ が19 9 7 年に なる と

3 38 5 万 ト ン に をり ､ 2 0 0 0 年に は7 00 0 万 ト ン に達して い る ｡ 200 3 年に は 1 億

4 00 万 ト ン と つ い に 1 億 ト ン を超え る に至 っ た ｡ 2 0 0 4 年 に は 1 億220 0 万 ト

ン に達して おり ､ 極め て急速 に輸入量が増え て い る こ と がわか る ｡ 2 0 0 4 年

の 1 億220 0 万 ト ン は ､ 原油 だけで あり ､ こ の他 に3 78 8 万 ト ン の 石油製品を

輸入して い る の で ､ 両方合わ せ る と 1 億5 000 万 ト ン を超え て い る ｡ こ の 規

模はもともと ､ 2 0 1 0 年に 達成される と予想され て い た数値であり ､ 5 ､ 6

年早く到達 した こ と にな る ｡ 20 0 4 年の 中国 の石油消費量 は 3 億9 00 万 ト ン

で あり ( 日量約7 00 万 バ レ ル) ､ 輸入依存度は40 % を超え.た ｡ 今年
■
(20 0 5

午) の 前半には原油だけですで に63 4 2 万 ト ン で あり､ 石油製品に つ い て は
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1 5 7 0 万 ト ン に 達 して い る ｡ 原油 と石油製品の輸入金額は26 1 億 ドル に達し､

通年で は50 0 億 ドル を超える こ と が予想され て いろ(2 0 0 4 年 は3 7 8 ･ 8 億 ドル

だ っ た) (
3 )
｡
つ まり､ 石油輸入量は今年に入 っ て も絶えまなく増加して い

る わけであ る ｡

中国国内の 石油生産能力はすで に 限界に達して おり ､ 今後生産能力を高

める こ と が できたと しても ､ 年間2 億ト ン がせ い ぜ い 達成可能な数値で あ

る ｡ 国内で生産される石油に つ い て は ､ こ の よう にすで にそ の生産能力 の

限界がは っ きりとわか っ て い るわけだが ､
こ の先需要が

一

体 ど こま で伸び

るかと い う天井に つ い て は全く予想が つ かな い ｡ したが っ て ､ 中国 の 石油

需要の供給源は ､ 海外に求め ざる をえな い ｡ 中国が将来国外から い っ た い

どれ だけ石油を輸入するか に つ い て は ､ 海外を含め て さまざまな研究機関

が調査をして おり ､ そ の 予測は
一

様で はな い が ､ 現在 の 1 億22 0 0 万 ト ン を

は る か に超える だろうと いう こ と は共通認識とな っ て い る ｡ 中国政府は20

2 0 年に は 3 億 ト ン 以上の輸入が必要 であろうと予測して
い る ｡ 外国 の研究

機関に よ っ て は 7 億 ト ン輸入する のセはな い か と いう予測もあるが ､ こ の

数値は高すぎる と いう の が筆者の判断である
` 4 )
｡

い ままで の国際石油市場はともかくも需要と供給が バ ラ ン ス の とれ た状

態にあ っ たわけだが ､ 中国の輸入量が大幅に増加する と ､ こ の バ ラ ン ス を

大きく崩す可能性がある ｡ こ の 間題に つ い て は ､ 中国ばかりで はなく ､ 国

際社会にお い て も ､ 中国 の輸入規模が い っ た い どこま で伸びる の か ､ 多く

の 人々 が関心をも っ て い る ｡

2 . 石油輸入問題に対する中国の 態度の基本的な変化

こう した局面 に対して 中国政府は どの よう に対応しようと して い る の だ

ろうか ｡ 転換点だ っ た19 93 年を考えて み る と ､ 実は こ の 時点で は中国政府

は石油 の輸入問題に対してそれほ ど注意を払 っ て い なか っ た ｡ その当時は ､

石油価格自体がそれほ ど高くなか っ た こ と に加え ､ 9 00 万 ト ン と い う輸入
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総量もそれほ ど大きな量で はなか っ た からである ｡ こ の ような理由で199 3

年当時､ 中 国政府は こ の問題をさほ ど重要視する こ と はなか っ た ｡ も っ と

も ､ 公式の統計に表れて い た輸入量は90 0 万 ト ン だ っ た の だが ､ 東部沿薙

地域 ､ 特に広東省 の
一

体で実際 に は税関を通らな い非合法 の輸入が行われ

ており ､ 統計に現れ か 一輪入額は当時すで におそらく3 0 0 0 万 ト ン に達して

い た と推定される ｡ そ して ､ 石油不足は90 年代半ばにな る と ､ 中国政府に

と っ て非常に喫緊の課題である ことが意識され始め ､ さまざまな村策が研

究機関で検討され る よう にな っ てく る ｡ 9 0 年代半ば に は ､ 中国国内と国外

両方の市場を充分 に活用しようと いう意見が出 てくる ｡ 同 じ時期 に中国政

府は国内の 西部地域で油田 の調査を急速に進め て い く こ と に な る の であ

る
( 5 '
｡ そ して 中国 の企業を督促して海外で石油 の購入先を獲得する政策が

採られ始め る ｡ 一

番典型的な の は ､ 1 9 9 7 年の事例 で ､ 中国 は カザ フ ス タ ン

で 2 つ の 大きな油 田の採掘権を手に入れ て い る ｡ も っ とも ､ この契約本体 ､

つ まりカザ フ ス タ ン で 油 田を開発する と い う計画自体は非常にうまく い っ

た の だ が ､ そ こ からどうや っ て 中国 へ 運 ん でくるかと いう パイ プラ イ ン を

め ぐっ て ､ こ の 計画はしばらく店晒しにされる こ と にな っ た ｡ 当時の ロ シ

ア の 東シ ベ リ ア地域 の油田に つ い て も同じような問題があ っ た ｡

199 0 年代は今日から見ればまだ エ ピ ソ ー ドの 段階だ っ た が , 2 1 世紀に入

る と中国の石油不足に村する認識 は強 い 焦りをともな っ たも の にな っ て く

る ｡ 2 00 2 年にを る と石油不足は重大課題と して ク ロ ー ズ ア ッ プされる こと

にな っ た ｡ 石油 の 獲得は こ の 年､ 国家政策となる の である ｡ 今日 で は ､ 石

油輸入 の 問題は中国の産業政策の中 で最中枢に位置して い る ｡ 石油 の確保

は科学研究の面 で も重要な項目として独立 の位置を与えられ て い る ｡

石炭や電気に つ い て は国内的な解決が可能な面がまだ多々 ある が ､ 石油

に つ い て は国外からの輸入で解決する他に術がな い の で ､
エ ネ ル ギ ー 外交

と いう言葉が使われ はじめ ､ 今日 で は石油 の輸入問題はすで に外交の 一

部

に な っ て い る ｡ 胡錦藩政権が できて以降､ エ ネ ル ギ ー 外交はますます重要

な位置を占め て い る ｡ そ して ､ 胡錦涛国家主席と温家宝総理が国外に行く
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時に は必ず相当数の エ ネ ル ギ
ー 関連 の官僚が同行して い る ｡ 中東､ 中央ア

ジ ア ､ ロ シ ア と い っ た 中国 に と っ て は伝統的と呼びうる石油供給源に対す

る影響力を強化させ るだけ で はなく ､ 今日で は ､ 中米､ 南米 ､ さ らにオ
ー

ス トラ リ ア と い っ た新し い 石油獲得源に対 して も強力な外交が推進され て

い る の で ある ｡

3 . 中国 の 石油輸入 の 主要な供給源

先述の とおり ､ 中国はまさに石油資源確保の ため にさまざまな供給源を

求め て い る わけだが ､ こ れ は同時に ､ 石油供給源 の多角化をも目指した行

為である ｡ も っ とも ､ 現実には中国の石油供給源･は今の と
こ ろ特定の 地蟻

に限定され て い る ｡

石油の僕給源の第 1 はや はり中東であ る ○ 石油供給源として
の 中東地域

へ の依存の度合い は大体40 % か ら50 % 前後を維持してき て
い る ｡ 2 00 4 年 に

は､ 中東 へ の依存率は50 % を切 っ た ｡ 6 2 8 0 万 ト ン の輸入量 で ､ 中東に対す

る依存度は若干の低下を示した ｡ 中東の石油 は硫黄分が高く加工する とき

に特殊 の設備が必要とされ る ｡ こ の 面 で中国 の状況は必ずしも理想的でな

く ､ もともと中東の石油は中国に と っ て はあまり好ましくな い 面があ っ た ｡

サ ウ ジ ア ラ ビ ア ､ イ ラ ン お よ び ヨ ル ダン が ､ 中国に と っ て 中東で重要な石

油供給国を形成してきた ｡

中国 に と っ て ､ 第 2 の 石油供給源は ロ シ ア で あ る ｡ ロ シ ア か ら の輸入は

主 に鉄道を経由して おり､ ロ シ ア からの今年の輸入は10 0 0 万 ト ン を予定し

て い た ｡ 目標値はほぼ達成可能だと思われるが ､ 若干の 問題が発生 して い

る
( 6 '
｡ なお ､ 中国と の契約内容によれば ､ 来年ロ シ ア が中国 に供給する石

油は15 0 0 万 ト ン と いう予定にな っ て い る ｡ 今年 の 7 月 に はプ
ー

チ ン大統領

が ､ かなりは っ きりした言い 方で東シ ベ リ ア の石油を中国に運 ぶ
パ イプラ

イ ンを作る こ と に言及して い る
` 7 '
｡ も し こ の発言通りに い く こ と になれ古ギ

年平均300 0 万 ト ン の ロ シ ア からの輸入が予想され る こ と になる
( 8 '
｡



1 4 4 急拡大する中国の 石油輸入 とその エ ネル ギ ー

政策 ( 呉)

そ して ､ 第3 の 供給源は中央ア ジ ア であり ､ 兵体的な国として カザ フ ス

タ ン があげられる ｡
.
カ ザ フ スタン から の石油 に つ い て は ､ 今年の年末まで

に予定される輸入施設の整備 の進捗次第である ｡ カ ザ フ ス タ ン からの パ イ

プライ ン ･ プロ ジ ェ ク トがうまく い けば､ 今ある10 00 万 ト ン の 輸入から2 0

0 0 万 ト ン の輸入 に拡大する こ とが で きよう ｡ 中国と して は カザ フ ス タ ン か

ら の輸入が5 00 0 万 ト ン に達する こ とを期待して い る わけだが ､ こ れ は現状

で は かなり難しい 数値だと言える ｡

中国に と っ て第 4 の 石油供給源は ア フ リ カ である ｡ 2 0 0 4 年の時点で は ア

フ リ カ に村する依存度､ ア フ リ カ から来る石油は全体 の輸入量 の14 % を占

め て い たわけだが ､ こ れ を25 % に引き上 げる の が当面 の中国の目標である ｡

ア フ リ カ で は ､ ス
ー

ダ ン が最も重要な供給国で全輸入量 の 7 % を占める ｡

その他ア ン ゴ ラ ヤ ア ル ジ ュ リ ア が重要な石油 の供給国とな っ て い る ｡

第 5 に ､ 東南 ア ジア ､ ラ テ ン ･ ア メ リ カ ､ オ
ー

ス ト ラ リ アと い っ た石油

供給源がある が ､ こ れら に つ い て は先述 のとおり ､ 供給源の多角化､ 多元

化と い う こ と がまずそ の目的で あり､ こ れら の 地域からの輸入量は現実に

はそれほ ど大き い も の で はな い ｡ もち ろ ん ､ 今結ぼうとして い る契約がう

まく い けば､ こ れ らの地域から の輸入量も ー

走の期間 に拡大する可能性を

持 っ て い る ｡

4 . 石油輸入の面にお い て中国が直面して い る主要な問題

199 0 年代の中頃 に は中国は国際エ ネ ル ギ ー

市場からは非常に歓迎され る

顧客だ っ た ｡ しか し､ 今日で は中国は石油市場をかき乱しかねな い存在と

認識され て い る ｡ 石油 は単純な商品で はなく ､ 高 い 戦略性をも っ た商品で

あり ､ 石油取引 に は普通の商品と違 っ て複雑な要因が絡ん でくる(
9 '
｡ そこ

で ､ 中国が国際社会で石油を獲得しようとする
一

連 の 動きは当然 ､ 政治的 ､

経済的 に さまざまな反応を引き起こ して い る ｡

第 1 に ､ 国際石油市場に中国が遅れて参入をしたとき ､ 世界 の良質な石
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抽資源の9 0 % は と っ く に大国の 国際石油会社に握られ て い る と こ とを発見

した ｡ そこ で 中国は カ ス ピ海周辺 ､ ある い は中央ア ジ ア で石油を開削する

企業 の株式を買うか たち で ､ こ れ らの企業に対する影響力を強めようと し

て い る ｡ と こ ろ が ､
こう した活動が必ずしも順調で は か

-
｡ そ こ で中国は ､

油 田 へ の 投資が確実で はなくある程度の リ ス クをともな っ た場所を選ん で

進出す る こ と になる ｡ その
一 つ の 典型が ス ー ダ ン で あ る ｡ ス ー ダ ン で の 石

油 の開発 に中国は乗り出して い る わけだが ､ こ こ に は当然政治的に大きな

問題が何重にもわた っ て存在して い る ｡ こ の ように 中国は相応 の リ ス ク の

ともな っ た進出で も敢えて行わざるをえな い の で ある ｡

第2 に ､ 国家間競争と いう問題もある ｡ 中国だけで はなく ､ 東ア ジ ア と

いう地域そのもの が国際社会のなか で石油輸入
へ の依存度が極め て 高い 地

域 で ある ｡ した が っ て ､ 当然 こ の地域で は石油問題は非常に敏感な問題 に

な っ て い る ｡ さ ら に ､ 東ア ジア ･ 中国 に加えて ､ イ ン ドが石油市場にお い

て かなり大口の顧客と して台頭 してき て い る ｡ 石油を求める動きは ア ジ ア

ー

帯 で極め て強い 勢 い で 拡大を続けており ､ 東 シ ナ海及び東シナ海の南部

地域が ､ 石油をめぐる係争地域にな っ て い る ｡

第 3 の 問題 は石油輸入 の政治化であ る ｡ 経済的原則 に よ っ て解決可能で

あれ ば､ 中国 は喜ん で市場の論理 に したがうし ､ 市場を つ うじた購入によ

る石油輸入 の確保こそ望ま しい ｡ しか し､ 先述の とおり ､ 石油は戦略性の

高 い商品であり ､ 実際には中国が石油供給源の多角化を求める行動が
一 度

ならず政治的な理由で 失敗し て い る ｡ 最近 の事例 で は ､ 中 国海洋石油

c N O O C が18 5 億 ドル で米石油会社 ユ ノ カ ル を買収しようと した案件があ

る ｡ ア メ リ カ は自国の 国家安全保障を損なうと いう理由で買収を拒否した

の だ っ た ｡ こ の 買収事件に つ い て ア メ リ カ で の議論は主 に中国脅威論にも

とづ い て おり ､ 経済的な利害得失から考慮された の で はなか っ た
[訳 註1]

｡
ロ

シ ア で も数年前に同じ事例があり ､ 中国企業が何らか の 形で外国で石油を

採掘する企業に関与する こ と に対して ､ それを阻む力が働 い た こ とがある o

こ れ もある意味で は形を変えた中国脅威論の現れ と位置付ける こ と が でき
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る の かも知れな い ｡

第 4 の 問題は ､ 中国の石油企業の経験や能力 の不足 であ る ｡ 中国の石油

企業は新規参入者で ある の で ､ 国際市場で石油を獲得する ため の テ ク ニ カ

ル な面 で ､ 非常に遅れたと こ ろ があ る ｡ そ の た め ､
'
や り方によ っ て は 払う

必要のなか っ た代価を ､ さまざまな場所で払うはめ に陥 っ て い る ｡ あ るし､

は ､ 本来なら起 こす必要の なか っ た もめ事を起 こ して い る こ とも多々ある ｡

こ れは実は企業だけ で はなく ､ 中国政府自身も石油 の獲得で生 じる さまざ

■まな問題を処理する経験が不足 して い る面があり ､ そ の こ とで石油企業と

同じように代価を払 い ､ 摩擦を起 こ し て い る の で あ る ｡

最後 に石油備蓄施設の問題がある ｡ 中国 に はまだ長期の石油備蓄施設は

存在して い な い
[訳語2]

｡ こ の 間題 に つ い て は ､ 筆者自身も政府 の諮問機関に

参加して い た こ とがあ るが ､ そこ で す で に10 数年に わ た っ て議論が続 い て

い る ｡

5
. 今後 の諸問題

最後に中国とそ の石油輸入をめぐる今後の見通 しに つ い て 若干 の見解を

提示する こ と とした い ｡

中国 の 石油消費量は確かに非常に大きく伸び て い る が ､ それが中国の エ

ネル ギ ー 消費全体の中 で占め る割合は ､ まだそれほ ど危険視する度合 い で

はな い ｡ 中国 の資源は基本的に は国内の生産に依存して い る状態であり､

2 0 0 4 年の 時点で中国は い わ ゆる エ ネ ル ギ ー に つ い て そ の9 4 % を国内で賄 っ

て い る ｡

今まで重要な エ ネ ル ギ ー

源だ っ た石炭 に つ い て は ､ 中国 は -

賞 して国内

で供給が足りて い る ｡ 2 0 0 4 年 に は中国 の石炭生産量は19 . 5 億 ト ン に達して

おり ､ これ は国内便用量の6 8 . 5 % を補う の である ｡ 石油 に つ い て は国内の

総 エ ネ ル ギ ー

の 中で占め る割合は ､ 2 1 . 4 % と い う レ ベ ル に と どま っ て い

る(
10'
｡ その 他に天然ガ ス とか水力 ､ ある い は風力をど､ 中国 がまだ こ れ か
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ら国内的に開発しうる エ ネル ギ
ー 源は ､ 決して それ ほ ど悲観的なもの で は

な い (
l l)
｡

中国が これ ほ ど急速に石油を必要とす る ようにな っ て い る 理由は ､ 中国

が産業構造の 転換過程 にあり ､ つ まりは ､ 石油が必要な方向に動
い て い る

こ と に よ る ｡ 石油 に しても石炭に して も ､ 化石 エ ネル ギ
ー は その消費によ

っ て 地球環境を汚染する こ とがよく知られ て い る ｡ 中国はまず第
一

に ､ 何

とか こ の 石炭 へ の 依存度を68 . 5 % か ら50 % 台に下げようと努力し続けて
い

る
(12)
｡ 重化学工業が重要な位置を占め て い る こ とは ､ 中国産業の成長 の

一

っ の 特色 で ある ｡ また ､
モ ー タ リ ゼ

ー シ ョ ン に ともな っ て ､ 自動車産業及

び輸送 ･ 運搬関連産業が急速に成長､ 拡大して おり ､ こ れ にともな っ て 石

油消費が押し上げられ て い る ｡ こ の自動車関連 の
エ ネ ルギ ー 需要 の拡大は

おそらく抑制する こ と が不可能で ､ 今後燃料消費の増大の
一

番大きな原因

とな る こ と が予想される
(13)

｡

ま た ､ 効率的な エ ネル ギ
ー

の 消費と いう面 でも依然として間蓮があ る ｡

どれだけ効率的に エ ネ ルギ
ー を使 っ た か と いう指標から見ると ､ 中国は他

の国に比 べ て40 % 位高 い
(14)
｡ 資源 の浪費は い っ そう重要な問題で ある ｡ 公

務員及び公共 の機関が 1 年間で浪費して い る資源 の量は800 億人民元に達

すると い う統計もある ｡ また ､ 北京市 の 1 人 の公務員が 1 年間に使う
エ ネ

ル ギ ー

の 量 は
一

般市民 の19 倍 に達すると い う数値もある ｡ なぜ19 倍 にもな

るかと い うと ､ 政府の部門で は窓を開け放したまま エ ア コ ン を使 っ て い る

と い っ た モ ラ ル の 問題がある ｡ 省力化は中国が エ ネ ル ギ
ー 問題をクリ ア し

て い くに あた っ て 最も重要な課題とな っ て い る ｡ 経済成長に必要な エ ネ ル

ギ
ー

･ と い う点で換算をして い くと ､ 中国はす で に4 5 % の 減量化を達成 して

い る ｡ それ にもかか わらず､ 実際 に は さ ら に減らす余地が相当大きく残 っ

て おり､ 今日中国の エ ネル ギ
ー 政策の 中心はまさに省 エ ネル ギ

ー に あ る の

である
(15)
｡
こ の 面 で 中国が

一

番学ぶ べ き対象が日本であ る こ とは疑 い がな

い
｡ も し､ 中国が エ ネル ギ

ー の 節約 に成功しなければ中国の拡大する エ ネ

ル ギ
ー 需要をおそらく国際市場は受け入れる こ とが できな い ｡ い ま の

ペ -
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ス で 中国の石油輸入が増大して い く ことは ､ 中国自身が受け入れられ か ､

だけでなく ､ 国際社会も受け入れられな い もの であろう ｡

むす び にかえて

エ ネ ル ギ ー に対する中国の現在の激し い 需要は当面 しばらくの期間は続

くもの と思われ る ｡ 節約と ､ 拡大を押さえる努力を重ねる ことによ っ て ､

中国の需要が国際社会に依存して いく部分を ､ 国内的にも国際的にも受け

入れられ る水準に コ ン トロ ー

ル した い と いう の が中国政府 の立場である ｡

こ の ような政策を実現させる こ と によ っ て こ そ ､ 不必要な乱蝶や紛争を避

ける こ とが で きるもの と考え る の であ る ｡

註

( 1 ) 以上 の 数値 は200 4 年1 0 月19 日の 新華社報道 に よ る ｡ こ の2 3 . 7 億 トン とい う
数値 は ､ 10 年､ 2 0 年先 の 政策を考える た め に ､ 当面の 市場価格と生 産コ ス ト
を前提 に して 算出 した 目安 である にすぎな い ｡ 実際 に は こ の 数値は毎年修正

を して い か なけれ ばな らな い 性格 の もの で ある ｡
一

つ の 例を示すと ､ タリ ム

盆地 と新定 一 ･

帯の 石油の 開発 は90 年代 に は と ても コ ス トに合わ な い と言われ
て い たが ､ 今日で はか なり合理的で ある と認識され る よう に な っ て い る ｡ こ

の よう に市場価格の 上昇と生 産コ ス トの 低下 に とも な っ て ､ 採算ライ ン は毎
年の よう に変わ っ て い くもの で ある と言え ､ 採算ベ ー

ス で採掘可能な量も今

後増加して い く と考え る方が 自然で ある こ と は 言うまで もな い ｡

( 2 ) 王 家誠 ｢ 双管斉下保能源安全+ (『新安全』 20 0 5年第6 期 ､
20 0 5 年10 月) ｡

( 3 ) 以上 の 数値はすべ て それ ぞれ の 時期 に お ける中国税関給署の 発表した統計
に よ る ｡

( 4 ) 例えば ､ 中国国土資源部 が2 00 3 年1 2 月2 3 日 に発表した 『中国鉱物資源政策
白書』 は ､ 2 0 2 0年に は中国の 年間石油輸入量 は 3 億から 4 億 ト ン程度 にな る

も の と予測 して い る o また ､ 2 0 05 年8 月 4 日 ､ ドイ ツ銀行は中国の 石油需要
に対する予測 を発表した ｡ そ れに よれ ば ､ 2 0 10 年の 中国の 石油需要は日量930

万 バ レ ル に達 し､ 対2 0 05 年比 で3 7 % 増 ､ 2 0 0 0 年の 2 倍以上 に達する とされ る ｡

( 5 ) 新選 の 石油の 開発は ､ そ の 成分の 面で も ､ 輸送の面で も ､ 当初 はか なり難
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しい と判断され た ｡ 中国はそ の 後､ 新彊で の非常に 大規模 な調査を行 っ て や

っ と コ ス ト的に見合 っ た開発可 能な油田 を見 つ ける こ とが で きた ｡ 大慶 の 石

油は ､ 経済油と い う言 い方をす る よう に ､ 硫黄分が少なくて 開発 に は理想的

なも の だ っ たわ けだが , 大慶以外 の と こ ろ と なる と ､ 硫黄分の多さ は大きな

問題 で あ っ た ｡ 実は中東か ら輸入 した石油 に つ い て も同 じ問題があり ､ 中国

は硫黄分を取り除く技術や設備 に対する経験 を ､ 中東か ら石油 を輸入する過

程 で身に つ けた ｡ つ まり､ 新彊の 石油の 開発が コ ス ト的に見合うよう に な っ

たの は石油価格の 問題もある が ､ 硫黄分の 除去技術が 中東か らの 石油輸入の

過程で 向上 した こ とも影響 して い る ｡ 今日で は新萱 の 石 油も コ ス ト上 は何 と

か見合うよう に な っ て きたが ､ ま だ なおある程度割高で ある ｡ 当面は新彊 の

石油 を ､
カ ザ フ ス タ ン の もの とあわせ て ､ 量 を増や して 規模の 経済 に よ っ て

コ ス トを低減さ せ る こ とが考えられ て お り､ その ための パ イ プ ライ ン 敷設が

検討され て い る ｡

( 6 ) ロ シ ア の 石油開発部門 と鉄道部門と の 間で石油価格に つ い て 意見 の相違が

あり ､ 鉄道部門が異論 を唱えて い る た め に ､ 若干 の 敵齢が生 じて い る と伝え

られる ｡
ロ シ ア 政府の 上層部は ､ こう した意見の 相違は単純 に技術的な問題

だと して ､ 解決 へ の 意欲を見せ て い る の で , お そ らく1 0 00 万ト ン 程度の 鉄道

輸入 の確保は 可能 だと予想され る ｡■

( 7 ) ロ シ アから の パ イ
_
プライ ン は ､ もともと は ロ シ ア の 提案に よる ｡ 中国は石

油がそ れほ ど逼迫して い なか っ た と い う事情もあり､ 相当長い 期間こ れ を真

剣に考慮して こ なか っ た ｡ 90 年代 の 後半にな っ て初め て 中国も先の こ とを考

え ､ この 間題 に つ い て ロ シ ア と交渉を始め た と こ ろ ､ まだ正式の協定に まで

至 らな い 予備協定の ようなも の を結ぶ 時点 に至 っ て ､ 日本の 方がもう少し良

い価格を提示して きた と いう経緯が ある ｡ そ の後の 展 開は ､ ロ シ ア が より多

くの費用を ださせ ようと日本と中国両方 に競争を しむ けて い る ように みえる ｡

中国が こ の 陸上 の パ イ プ ライ ン に こ だわ っ て
い る最大の 理 由は ､ 現状 で は海

上輸送 にあまりに も依存 しすぎて い る こ と にあり､ こ の 面 で
バ ラ ン ス を取 る

と い う考慮で あ る ｡ 現状で は海上 輸送 - の依存度が9 0 % に達して おり ､ 陸上

の パ イ プ ライ ン が でき れば ､ 現在の 1 億2 20 0 万 ト ン の 輸入のうち5 00 0 万 ト ン

程度 は陸上輸送 に依存する こ とが で き ､ そ の 意味で 海上輸送の リス ク を相当

緩和でき る と い う期待がある ｡ パ イ プ ライ ン に固執 して い る の はそ の ため で

ある と考えるの が妥当で あ ろう ｡

( 8 ) 鉄道の み に よ る輸入量が1 0 00 万 ト ン で ある の に対し､ パ イ プ ライ ン 敷設完

了時点で は300d 万ト ン の輸入が 期待さ れる ｡ も っ とも､ パ イ プライ ン は基礎

工事さえまだ始ま っ て い ない の で ､ 3 00 0 万ト ン はあくまで期待値で ある に す

ぎな い ｡ ただ ロ シ ア の こ の 地 域で は年間80 0 0 万ト ン の 生産量が ある の で ､ 3 0

oo 万ト ン と いう購入希望量は決して荒唐無稽 な
一 方的な期待値なわけで は な
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政策 (呉)

い
｡

( 9 ) 例えば ､ 実際に コ ス トの面だけか ら考えれ ば日本向けの ナホ トカ へ 向う パ

イ プライ ン を作 っ て ナホ トカ か ら船で 中国 へ 輸入 して も ､ 中東から船で運 ん

でく る よりよ ほ ど安く ､ 決して 高 い 買 い 物 に は ならな い ｡ つ まり ､ 結局経済

的な コ ス トの 問題 で は なく ､ 戦略物質と いう石 油 の性格に由来 した政治的な

議論 に な っ て い る の で ある ｡ 付言すれ ば ､ 中国が仮に ロ シ ア との 契約に成功
したと して も ､ 実際に ロ シ アが本当 に僕給を してく れる の か どうか と いうこ

とさ え議論に な っ て い る ｡ これ は まさ に 政治的な性格の側面 であ る と言う こ

とが でき る ｡

( 1 0) 20 0 5 年 9 月13 日 ､ 国務院報道局 の 開催 した記者会見 の 席で 中国国家発展改

革委員会副主任 ･ 張国宝 が明 らか に した数値 に よ る ｡

(l l) 国家発展改革委員会の エ ネル ギ ー

研究所長 ･ 周大地 は 中国科学技術協会の

2 00 5 年学術年次会に お い て つ ぎの ように 表明した ｡ 中国は今後 エ ネル ギ ー

の

多元 的供給戦略の 発展を加速化する ｡ それ は大然 ガス と原子力を重点と した

発展方向で あり ､
こ れらが エ ネル ギ ー

構成 に 占める 比率を高め る こ とを目指

すも の で あ る ｡ 新華社 ネ ッ ト h tt p : / / w w w . x i n h u a n e t .c o m の2 0 0 5年8 月22

日 の 報道 に よ る ｡

( 12) もち ろ ん 環境汚染 の 面 で ､ 石炭に比 べ て 石油 の 方が罪が軽 い 面はあ る ｡ だ

が ､ どうや っ て 汚染対策を.立て て い くか は ､ 非常 に重要な問題 で ある ｡ 典型

的な言 い 方をする と ､ 中国に と っ て 石油や 石炭の 汚染を防ぐと い う意味で の

環境問題 は ､ か つ て は 国外か らの 圧力と直結する面が第
一

だ っ たわけだが ､

今日 で は 国外か らの圧 力 よりも ､ 国内の 下 から上 が っ てく る声の ほうが さら

に重 要な問題 と な っ て い る ｡ つ まり､ 環境問題 に つ い て ますます国民 の 意識
が高まり つ つ あ る の は確か なの で ある ｡ しか し実際に は ､ 中国人 に と っ て 一

番 の 関心事は 依然と して ､ 経済成長 を どう達成するか と い う と こ ろ にあり､

今の と こ ろ環境 に対する考慮は日本を含め て 先進国に は及ば ない ｡ 一

つ の例

を示すと ､ 北 京市で ガ ソ リ ン ･

軽油な どの 自動車用燃料に対 して 欧州の排 ガ
ス 規制基準で ある ｢ ユ ー

ロ 3 + 相当 の基準を適用する こ と に な っ て い る な ど､

中国は決 して低く は な い 基 準を採用 して い る ｡ しか し日本 の ように排気ガ ス

管理費も含め て ､ 石油や ガ ソ リ ン の 値段 の 中 に環境 を守る費用を含めるやり

方をも し中国で や っ た とすれば ､ つ まり ､ 日本並の ガ ソ リ ン の 値段に した と

した ら ､ 中国で は今誰も車を買わ なく なる ｡ 中国にと っ て は目下 ､ 自動車産

業を興すこ とが急務で あ る ｡ そ の ため ､ 環境保護の費用を石油価格 に乗せ る

日本型 の やり方 は ､ 自動車の 購買意欲を削ぐこ とに な る ため ､ 当面 は採用さ

れ る 可能性が極めて 低 い と考えられ る ｡

(1 3) 新華社ネ ッ ト h tt p ‥/ / w w w ･jd n h u a n e t ･c o m 古
.
ま2 00 5 年 7 月1 1 日 つ ぎに よ う

に伝えた ｡ 中国大陸の 24 0 0 万柄 の 民間自動車 は2 00 3 年に70 0 0 万 ト ン の 石油を



法政理論第3 8 巻第 3 号 (2 0 0 6 年) 15 1

消費し ､ そ れ は同年の 全国の ガ ソ リ ン 生産量の8 5 % にあたる ｡ こ の 数値は20

1 0 年に は1 . 3 億 ト ン に 達する と予想さ れ ､ 自動車用石油 は今後2 0 年 間あ る い

はさ ら に長 い期間､ 大陸に おける 石油消費市場 に お い て 最も大口 の 顧客と な

るも の と思 わ れ る ｡

( 14) 中国が毎年生産す る1 0 0 万 ド ル G D P の た め に 消費さ れ
る エ ネ ル ギ

ー は ア

メ リ カ の2 . 5倍 ､ 欧州 の 5 倍 ､ 日 本 の 9 倍 と な る ｡ 以下 を 参照｡ P e t e r S ･

G o o d m a n , El e c tri c al l n effi ci e n c y : A D a rk S p o t fo r C hi n a ･ W
a shi n g t o n

p o s t
,
A u g u st 9 , 2 0 05

( 1 5) 中国国家発展改革委員会 は20 0 4 年1 1 月2 6 日 ､ 中国
で 最初 の 『省 エ ネル ギ

ー

中長期特定項目計画』 を公布し､ その 中で第1 1 次 5 カ年計画期間に 中国
が実

施す る1 0 項目の 重点的な省 エ ネル ギ
ー

･ プ ロ ジ ェ ク トを規定した ｡ 代替燃料

を開発する な どの 措置を通 じて ､ 中国はお そ らく標準石炭で 2 ･ 4 億 ト ン分 の

省 エ ネ ル ギ
ー が 実現で き ､ そ の うち石油の 節約

･ 代替分 は38 0 0 万 ト ン分 に達

する もの と思 われ る ｡

訳者註

[訳註 1 ] 全米 9 位 の独立系石油会社 ユ ノ カ ル は ､
20 0 5 年 4 月 に米石油会社 2 位

の シ ェ ブ ロ ン に よ る買収で 合意を み て い たが ､ 中国海洋石油 は シ ェ ブ ロ ン を

上 回る1 8 5 億 ドル の 対抗案を提示 した ○ そ の 直後か ら米議員4 1 人が 政府に安

全保障上 の 調査 の 徹底を要請 した ばかりか ､ 6 月末に は下 院が買収の 差 し止

め を求める20 0 6 年度財務省予算法案の修正 条項を圧倒的多数で 可決 し ､ 中国

に よ る買収 に対抗 した ｡ 中国は資本の 論理 にも とづ く正常 な商取引で ある
こ

とを強調 し､
.
米議会の 政治的干渉 に強く反発 した ｡ 結局 は ､ 7 月2 9 日中国側

が 買収断念を表明 して事件は幕を閉じた (参考: 『.
読売新聞』 2 0 05 年 7 月1 0

日 ､ 7 月3 0 日) ｡

[ 訳註 2 ] 国際 エ ネル ギ
ー 機関 (I E A ) メ ン バ

ー ( O E C D 加盟26 カ 国と欧州委貞

会か らな る) は ､ 1 97 4 年1 1 月1 8 日調印の 国際 エ ネ ル ギ
ー 計画協定に より ､ 9 0

日分 の 石油備蓄を義務付けられ て い る ○ 日本 の備蓄は国家備蓄 と民間備蓄を

･ あわせ て1 65 日分程度とさ れ る ｡ 中国の 原油備蓄量 は24 日分程度と言 われ ､

そ の90 % を占める民間在庫の ほ とん どが ラ ン ニ ン グ
･ ス ト ッ ク で あり ､ 戦略

的な緊急備蓄 はほと ん ど か
､ もの と考えられ て い る (参考: 郭四郎 ｢ 中国石

油備蓄の 動向( 上)+『東京工 業品日報
･ エ ネ ル ギ ー 版』20 04 年 4 月1 4 日 , h tt p :

/ / e n e k e n .i e ej .
o r .j p / d at a/ p df/ 8 4 4 ･ p df よ り｡ 最終閲覧日2 00 5 年10 月2 7 日) ｡


